
 参加機関「江の川上流⽔害タイムライン」の作成に向けて、第2回検討会を開催しました。今回は、防災
関係25機関が参加し、前回検討会で各機関毎に具体化・細分化した重点⾏動項⽬の中から抽出し
た他機関と連携を必要とする課題を全体で発表し意⾒交換しました。これにより、他機関との連
携ポイントを確認することができ、いよいよタイムラインの形がみえてきました。

 ワーキングスケジュール
⽬標設定と進め⽅の確認

勉強会
R元年
6⽉20⽇

① タイムラインレベル（案）の確認
② ⽔害リスクの把握と防災⾏動項⽬の
抽出（第1階層）

⾏動項⽬の分析と重点⾏動項⽬の抽出

重点⾏動の具体化・細分化第1回
検討会
R元年
7⽉4⽇

・タイムラインレベルの設定
③ 防災⾏動項⽬（第2階層）の抽出
④ 重点⾏動項⽬の具体化・細分化

（第3階層へ）

役割分担の確認
第2回
検討会
R元年
8⽉9⽇

⑤ 役割分担の確認
・⾏動項⽬を「いつ」「誰が」「誰と」
実施するか確認
・他機関との連携ポイントを確認

全体共有と課題確認第３回
検討会
R元年

8⽉30⽇予定
江の川上流⽔害タイムライの全体共有
（読み合わせ）

江の川上流⽔害タイムライン（素案）作成

江の川上流⽔害タイムライン（案）作成

－次第－
1. 開会挨拶
2. 第1回検討会の振り返り
3. タイムラインで想定する被害状況
4. グループワーキング
5. 質疑応答
6. 今後のスケジュールについて
7. 座⻑講評
8. 閉会挨拶

座学 タイムラインで想定する被害状況

今回

 ⽔害シナリオでは、本出⽔期より運⽤されている警戒レ
ベルに沿ってタイムラインレベルが進⾏することを想定

 浸⽔リスク図では、これまで⽰してきた浸⽔情報の他、
ライフラインや交通網の停⽌状況、主要施設の浸⽔状況
等を整理

 また、浸⽔リスク図は、3段階で整理
①「事前対処段階」

⇒②「内⽔氾濫発⽣段階」（平成30年7⽉豪⾬実績）
⇒③「外⽔氾濫発⽣段階」（想定最⼤規模降⾬）

出席：25機関、45名
（検討会構成機関：37機関）
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浸⽔リスク図

①事前対処段階 ②内⽔氾濫発⽣段階 ③外⽔氾濫発⽣段階



［次回］江の川上流⽔害タイムライン第3回検討会 8⽉30⽇（⾦）予定
• 江の川上流⽔害タイムライン(案)の全体共有（読み合わせ）

【STEP1】グループワーク 各機関との連携・調整事項の抽出
① 前回検討会で各機関毎に具体化・細分化した重点

⾏動項⽬がまとめられたタイムライン（素案）の
内容を確認

② その中から、他機関との連携を必要とする課題・
調整事項を抽出し、ワークシートに記⼊

③ 各機関が作成したワークシートの中から、全体
ワークで共有する課題・調整事項をグループで3つ
程度選定
(※グループとして優先的に解決すべき代表的な
課題を選定）

ワークシート（課題・調整シート）の例

↑他機関との連携を必要とする課題等の抽出

 グループワーキング全体発表

 まとめ
• 全体で課題・調整事項を共有し、意⾒交換することで、必要な情報
の取得⽅法や個別に調整が必要な事項について合意形成が図られ、
他機関との連携ポイントを確認することができた。

【STEP2】全体ワーク 各機関との課題の整理・共有
① ９つのグループが順に、解決したい課題・調整事項を全体発表
② 発表では、課題の解決や連携・調整の相⼿となる他機関に投げかけを⾏い、意⾒交換
③ 他機関から得られた回答、解決策について整理

↑全体発表・意⾒交換の様⼦

タイムラインの役割分担は類似する組織でも異なる場合があるので、
丁寧に⾒ていただきたい。想定するシナリオは最⼤浸⽔深7m〜8mで
あることを再認識いただき、江の川上流の氾濫特性を考慮した上で現
状の⾏動項⽬が⼗分かどうか再度考え、⾃分達でできることを追加し
ていただきたい。修正を繰り返して、より良いタイムラインを作成し
ていきたい。 座⻑：河原教授

グループ名 発表(投げかけ)の主な内容 回答

福祉避難施設 • 夜間受⼊時の運営対応は？ • 施設側でお願いしたいが、困難な場合は他施設に
依頼［三次市危機管理課］

浸⽔時緊急退避施
設

• 早めの開設要請がほしい
• 施設内の受⼊れ体制等の取り決めが
必要

• 開設要請(レベル4)を⾒込みとして事前連絡
• 基本的には施設にお願いしたいが、困難な場合は
市と調整可能［三次市危機管理課］

社会基盤
（交通・運輸）

• バス運休情報を⾃治体から周知して
ほしい（有線放送、ホームページ掲
載）

• 災害対策本部に交通情報をとりまと
め・発信する係を置いてほしい

• 保線管理に必要な道路通⾏⽌め情報
がほしい

• 有線放送のほか、防災メールで発信、ホームペー
ジへ掲載［三次市危機管理課］

• 現状特定の担当はいないが、集約した情報はホー
ムページに掲載するなど発信可能［三次市危機管
理課］

• 関係機関にFAX⼀⻫送信（国）、ひろしま道路ナ
ビ（県道）で情報提供

社会基盤
（ライフライン）

• リエゾン派遣の際の円滑な情報共有
がしたい

• ライフライン復旧に必要な道路通⾏
⽌め情報がほしい

• 災対本部での情報共有の充実を検討［広島県危機
管理課］

• （上記に同じ）

社会基盤（⼟⽊） • 道路通⾏⽌め情報を円滑に収集・提
供したい

• 住⺠等から得られた情報は、引き続き速やかに提
供、住⺠には道路管理者に問い合わせるよう仲介
［三次警察署］

⼤規模避難・救助 • 道路管理者と即時連絡できる体制構
築したい

• 国、県ともに夜間連絡可能［三次河川国道事務所、
広島県北部建設事務所］

避難対応 • 福祉避難所の受⼊可能数を共有した
い • 事前に市と確認の上、準備可能［福祉避難施設］

広報・報道 • 災害対策本部の情報を迅速に市⺠に
提供したい

• 災対本部にマスコミ対応部⾨を設置［三次市危機
管理課］

防災情報 • 河川情報や情報⼊⼿ツールの使い⽅
を報道してほしい • 検討可能［三次ケーブルビジョン］


